
1A14 新しい「ネットワーク 型産業構造」醸成のための 

「デファクト 標準」競争 

0 松原健夫 ( 立命館大社会システム 研 ) 

    はじめに 

先般おこなわれた「経済戦略会議」では、 「活力と国際競争力のあ る日本産業 

の 再生のために」 のサブタイトルで 

・情報化社会における 新産業の創出 

  国際標準獲得 
が答申された。 ( 1 コ 

これらの答申と 産業構造との 3 つは、 互いに関係があ る。 すな む ち 、 新しい情報 

技術 ( I T コの 進歩によって、 情報の交流と 共有化が進み、 企業の壁が相対的に 
低くなった。 これにより 「新しい産業構造」が 成長し、 企業コンソーシアムによ 
る「デファクト 標準」などの「国際標準競争」が 活発になってきた。 これらの 結 

果は 、 「新産業の創出」 に結びつく。   
国際標準獲得 新しい産業構造 

2 . タテ 型 ・ヨコ 型、 ネ、 ッ トワーク型産業構造の 概要と現状 

これら産業構造については、 西村吉雄氏や 山田英夫氏や 情 成 忠男氏らの著作が 
あ るので、 ここでは産業構造の 概要と現状を 記す。 ( 3 ) ( 4 ) C 8 コ 

2 タテ 型 産業構造 ( 垂直統合構造 ) 

これまで日本で 中心となっていた 産業構造は、 大企業中心の「タテ 型 産業構造」 

で、 部品から最終製品まで 一社単独 ( 会下請企業 ) で生産する産業構造であ った。 

護送船団方式がなくなり 株主の利益重視の 現代では・ シェア か 技術が世界トップ 
で製品価格を 自社で決められる 地位を獲得できないかぎりバローバル な 優位性の 

維持は難しい 傾向となってきている。 

2 . 2  ョコ型 産業構造 ( 多層水平展開構造 ) 
情報共有が進んだ 状況において、 一つの企業があ る領域だけ世界の 需要の高い 

、 ンエ アをとるヨコ 型の産業構造が 現われた。 インターフェイ ス が標準化してくる 

と 、 組立メーカーよりも 部品メーカ一の 方が利益率が 高くなる。 強 い 部品メーカ 

ーは独自の技術開発に 力を入れグローバル な 製品を販売する。 これらの企業は 日 

本の製造業の 利益を生む 柱 となりつつあ り、 「専門企業」 と呼ばれている。 

米国インテル 社の D . B . ョブイ は、 コンピュータ 産業がヨコ 型 産業構造に推移 

したことを明らかにし 図表 1 に示した。 ( 5 コ 
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図表 1 「ヨコ製産業構造」 の 例 

( コンピュータ 産業 ) 
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2 . 3  ネ、 ッ トワーク型産業構造 

情報化社会の 多様化したニーズに 対応する新産業を 創出するため、 「デファク 

ト 標準」 を目指した開発を 進展させる産業構造として、 清成 忠男瓦 は 「ネットワ 

ーク型産業構造」を 提言された。 ( 4 コ めまぐるしく 変化する市場ニーズに 応 

じ てゆくには、 企業間の機動的な 連携による開発がコスト 的にもリスタ 的にも 合 

理的になってきた。 従って企業の 連携パターンは 各社のコア・コンピタンスを 持 

ち 寄る「 ネ、 ッ トワーク型産業構造」が 主要となってくる。 C 4 ) ( 5 コ 清成 忠男 

氏らの引用した 米国ヒューズ 社のデジタル 衛星放送システムの 構成を図表 2 に 示 

す 
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図表 2 「 ネ、 ッ トワーク製産業構造」の 例 

ヒューズ社のデジタル 衛星放送システム ) 
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ヒューズ社はこのビジネスを 早く立ち上げ、 多くの参加者を 募って い くというス 

ピードを重視し、 複数企業でコンソーシアムをつくり 各社のコア・コンピタンス 
を 供出する 「 ネ、 ッ トワーク 製 産業構造」 を採用した。 これは ョコ型 産業が構築さ 

れていない広い 領域からオープンに 構成企業を選び、 ネ 、 ッ トワークを構築する 方 

式 であ る。 

3 . 「デファクト 標準」 競争の概要と 現状 

3 「デファクト 標準」 の概要 

まず、 標準競争の体系の 概要を述べる。 標準は 「公的標準」 (de jure standard 

一 り アンユー " ルと 称する ) と 「デファクト 標準」 (de facto standard) とに分類さ 

れる。 これを図表 3 に示す。 従来は、 商品上市後の 「デファクト 標準」 競争が主 

であ ったが、 最近 「商品上市双デファクト 標準」 競争がかなり 増加してきた。 こ 

の 詳細は発表者の 著書 ( 2 コ を 参考にされたい。 
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図表 3  標準競争の体系 

( デジュール ) 

  

標準競争 

  
世代間標準競争 

デファクト標準 標準間競争 

非公的標準 標準 内 競争   上市双デファクト 標準   
「デファクト 標準」 とは、 実質的な標準のことで、 公的な標準ではないが、 商品 

上市後、 顧客の意思で 大勢として公的標準のような 性格を持っものであ る。 「 デ 

ファクト標準」 競争で優位に 立ったものはその 後ますます隆盛 し 、 優位性を失っ 

たものはそのまま 優位性を失う 傾向があ る。 ( 2 ) ( 6 コ 

3 . 2 「デファクト 標準」 競争と一般の 製品競争の違い ( 2 コ 

「デファクト 標準」 競争と一般の 製品競争との 違いは次のよさであ る。 

0 「デファクト 標準」 競争 

市場で実質的な 標準を形成する 競争。 市場の評判・ 人気で優位に 立ったもの 

が 勝っ。 ( 技術と直接に 関係なし。 ) 

0 一般の製品競争 

通常の製品競争の 3 条件 ( 品質、 価格、 納期 ) で優位に立つハード 又は ソフ 

トが 勝つ。 ( 技術的優位性と 直接関係する。 ) 

4 . 「デファクト 標準」 戦略と産業構造 
「デファクト 標準」 戦略を考える 上で、 企業の属する 産業構造が問題となる。 

例えば、 タテ製産業構造の 企業が ョコ型 産業構造の事業の 「デファクト 標準」 競 

争に対応するの ほ むずかしい。 す な れ ち 総合生産のタテ 型 企業が、 ヨコ型の専門 

企業の特定専門分野に 挑戦するのは 極めてむずかしい。 

一方、 タテ型の大企業なら 社内にヨコ 型 ・ ネ、 ッ トワーク型を 同時に併せ持てない 
かという事があ る。 しかし、 タテ型のクローズな 経営の進め方と、 ネットワーク 

型などのオープンな 体質とをど う リンタさせるか。 同時に併せ持っためには、 「 分 

社 化」その他根本的な 経営上の対策が 必要となる。 

この三つの産業構造のビジネ 、 スの 進め方はかなり 違 う 。 ョコ 型は 、 同じ専門分野 

の グローバル な 競争が中心であ り、 タテ型は顧客ニーズの 中に入りこんでコンサ 
ルティンバをしながら 一括受注するというビジネスであ り、 ネットワーク 型は 、 

技術力とスピードを 武器に分散的かつ 多様な需要にシステム 的に対応するビジネ 、 

ス であ る。 
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5 . 新しい「ネットワーク 型産業構造」醸成のための「デファクト 標準」競争 

最近の 「デファクト 標準」競争は、 複数の企業コンソーシアムの 間の競争が中 

心となる。 そしてこの 「デファクト 標準」 競争がべ ー スとする産業構造は「 ネ、 ッ 

トヮ 一タ 型 産業構造」 であ る。 その理由は次のよさであ る。 

0 1 社だけでは、 エンド ユーザ一 に製品をほとんど 提供できなくなってきた。 

0 得意なところを 自社でやって 後は他社の力を 借りることが、 利益につなが 
ることがわかってきた。 

0 社外との情報交換が 盛んになり   オープンにどこからもコンソーシアム 企 

業を募ることが 出来るようになってきた。 

しかし、 わが国は米国と 比べて 「 ネ、 ッ トワーク型産業構造」 の成熟がかなり 遅れ 

ていると言われている。 

現在、 松下電器と ソニ 一の 「 D V D オーディオ」 の「デファクト 標準」競争が 始 

まろうとしているが、 これからの 「デジタル情報家電」「新情報通信システム」 

などの新製品は「 ネ、 ッ トワーク産業構造」 における 「デファクト 標準」競争が 多 

いといわれている。 「ネットワーク 型産業構造」 の醸成のためには、 米国に負け 

ない種の「デファクト 標準」競争の 展開が必要であ る。 また、 日本の 「ネット ワ 

一ク型 産業構造」が 醸成されれば、 それをべ ー スとする日本 究め 「デファクト 標 

準」 も増加すると 考えられる。 この「ネット ヮ 一タ生産業構造」 の特色を従来型 

( 主にタテ 型 ) の産業構造との 対比で図表 4 に示す。 

図表 4  ネ、 ッ トワーク型産業構造の 特色 

ネ、 ッ トワーク型産業構造 従来型産業構造 
複数の企業がコンソーシアム 部品から最終製品まで 一社学 

産業構造の特徴 な っくり、 コア企業を中心と 独で総合生産する 産業構造。 

して協力して 製作する産業構 ( 組立て型大企業の 部品会社 
造 を 束ねる力が問題。 ) 

  

の 高さが低い。 各企業の壁が 極めて高い。 
価 直 ィ 観 個性化、 多様化 高品質化、 低価格化 

オープン研究。 ( 他 企業や べ 自社内でタローズドな 研究。 

  
完成時期を公表する。 

産 業 
例 情報通信システム。 ステム。 ゲームシ組立産業。 

日本の大企業は、 いまだ多くがタテ 製 産業構造に属して い て、 「標準競争には 

関係あ りません」 という企業が 多い。 しかし米国の 大企業は、 タテ型からネット 

ワータ 型 産業に挑戦している 企業も多い。 タテ 型 産業構造の企業は 優秀な総合企 

画部門など有している。 これらの 力 をフルに生かして・「 ネ、 ッ トワータ 型 産業構 

造 」 での 「デファクト 標準」 競争に挑戦してはどうかと 思、 う 。 

これらが「活カ と 国際競争力のあ る日本産業の 再生」の道であ ると考える。 ( 3 コ 
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6 . 日本 発の 「デフアクト 標準」 の増大への問題点 
0 「デファクト 標準」 競争に関して、 必要な情報の 発信量が米国と 比べて少ない 

といわれている。 「デファクト 標準」 化を望む新技術と 情報 や 、 コンソーシア 

ム ヘ 参加企業を募集する 情報 や 、 コア企業のプラットフォーム 情報など、 「 デ 

ファクト標準」 競争を支援する 情報をグローバルに 発信する機関が 必要があ 

る。 

日本発の新技術を、 グローバル な ニーズに結びつける 事が必要であ る。 

0 また日本の N T T の国際通信 科 が海外と比べて 高いこともインターネ、 ット など 

の 利用を制約している。 現在 N T T と利用者機関との 交渉が行われているが 
早期に解決が 望まれる。 

0 さらに日本の 官産学の関係者の 技術覚交力 め 強化が必要であ る。 「デファクト 

標準」 も 「デジュール 標準」 も技術ですべてが 決まることはなく、 海外の標 

単機関や企業との 交渉 や 、 国際会議での 発言が決め手になることが 多い。 今 

後 ますます海外との 折衝 力は 重要となる。 官 産学ともに技術覚交力 め 強化、 

人材育成が必須であ る。 

0 「デファクト 標準」 化のための活動と 直接関係はないが、 企業の自由意思で 推 

進されている 活動に 「フォーラム」 があ る。 ( 7 コ これは新技術の 「デファ 

クト標準」 化の下地として 重要であ る。 

7 . おわりに 

この報告は、 先般の 「経済戦略会議」 の答申に関する 対応策の検討であ る。 

これらを産業構造との 関連で検討した。 特に新産業の 育成のための 「 ネ、 ッ トワー 

ク型産業構造」と「デファクト 標準」競争とについて 述べた。 最後に日本 究め 「 デ 

ファクト標準」 の増大への問題点 は ついて述べた。 

今後、 国際競争力のあ る日本産業の 再生に期待する。 
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